
ニッセイ
次世代医療ファンド

追加型投信／内外／株式

交付運用報告書
作成対象期間：2024年９月18日～2025年３月17日

第28期（決算日 2025年３月17日）

受益者の皆様へ

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
さて「ニッセイ次世代医療ファンド」は、こ
のたび第28期の決算を行いました。
当ファンドは、主に日本を含む各国の「医療
関連企業」の株式へ投資を行い、信託財産の成
長を図ることを目標に運用を行いました。ここ
に運用状況をご報告申し上げます。
なお当ファンドは、運用開始以来、長らくご
愛顧いただきましたが、2026年３月17日に信
託期間満了となります。
今後ともいっそうのお引き立てを賜りますよ
うお願い申し上げます。

第28期末 （2025年３月17日）

基準価額 11,892円

純資産総額 25億円

騰落率 △5.7％

分配金 600円

東京都千代田区丸の内1-6-6

当ファンドは、投資信託約款において、運用報告書（全体版）に記載すべき事項を、電磁的方法に
よりご提供する旨を定めており、下記の手順で運用報告書（全体版）をダウンロードすることがで
きます。また、運用報告書（全体版）は、受益者のご請求により交付されます。交付をご請求され
る方は、販売会社までお問い合わせください。

【ダウンロード方法】上記ホームページ→ファンド検索→ファンド名入力→ファンド詳細ページ→
運用レポート→運用報告書（全体版）

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用
しています。

東京都千代田区丸の内1-6-6

商品内容､運用状況などについてのお問い合わせ先

https://www.nam.co.jp/

0120-762-506コールセンター
（9:00～17:00 土日祝日・年末年始を除く）

お客様の口座内容に関するご照会は、
お申し込みされた販売会社にお問い合わせください。

ホームページ
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基準価額等の推移

運用経過   2024年９月18日～2025年３月17日

（2024.9.17） （2024.11） （2025.1） （2025.3.17）
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純資産総額（右軸）

基準価額（左軸）

税引前分配金再投資基準価額（左軸）

第28期首 13,245円 既払分配金 600円

第28期末 11,892円 騰落率（分配金再投資ベース） △5.7％

（注１）�税引前分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な
パフォーマンスを示すものであり、前期末の基準価額にあわせて再指数化しています。

（注２）�分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異
なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）�当ファンドはベンチマークを設けていません。
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■基準価額の主な変動要因
＜上昇要因＞
・�期初から10月末にかけて、日本の政治停滞から日銀の追加利上げタイミングが遅れるとの見方などから、
円が米ドルなどの主要通貨に対して下落したこと
・�１月下旬から３月上旬にかけて、米厚生長官に指名されているロバート・ケネディ・ジュニア氏がこれま
で批判的な立場を示していたワクチンに対して肯定的な見方を示したことや生成人工知能（ＡＩ）関連銘
柄からの一部資金の逃避とみられる動き、さらに株式市場がトランプ米大統領の関税政策と米景気への影
響を懸念する中でヘルスケアセクターは相対的にディフェンシブ（景気動向に左右されにくい）な特性を
みせたこと

＜下落要因＞
・�11月上旬から中旬にかけて、米大統領選を経てトランプ次期大統領が米厚生長官にワクチンに懐疑的で米
食品医薬品局（ＦＤＡ）に対して批判的な立場を示しているとみられていたロバート・ケネディ・ジュニ
ア氏を起用すると発表したこと
・�12月上旬から下旬にかけて、肥満症治療薬の治験結果が想定を下回ったことや、トランプ次期大統領が製
薬業界の中間業者に対し規制を計画しているとの報道を受けて医療保険会社や薬剤給付管理（ＰＢＭ）会
社の株価が下落したこと
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１万口当たりの費用明細

項目
第28期

項目の概要
金額 比率

信託報酬 ��118円� 0.911％
信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×

期中の日数
年間の日数

期中の平均基準価額は12,987円です。

（投信会社） �（� 57）�� （0.436）� ファンドの運用、法定書類等の作成、基準価額の算出等の対価

（販売会社） �（� 57）�� （0.436）� 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン
ドの管理および事務手続き等の対価

（受託会社） �（� � 5）�� （0.038）� ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等の対価

売買委託手数料 �1��� 0.009�� 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：有価証券等の売買・取引の際に仲介人に支払う手数料（株式） �（� � 1）�� （0.009）�

有価証券取引税 �0��� 0.000�� 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税：有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株式） �（� � 0）�� （0.000）�

その他費用 �2�� 0.016�� その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用） �（� � 2）�� （0.012）� 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送
金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） �（� � 1）�� （0.004）� 公募投資信託は、外部の監査法人等によるファンドの会計監査が義務
付けられているため、当該監査にかかる監査法人等に支払う費用

合計 �122��� 0.936��

（注１）�期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により
算出した結果です。

（注２）�金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。
（注３）�比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は

四捨五入しています。
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（参考情報）
■総経費率
　期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除
した総経費率（年率）は1.87％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

運用管理費用
（販売会社）
0.88％

運用管理費用
（投信会社）
0.88％

運用管理費用（受託会社）
0.08％

その他費用
0.03％

総経費率
1.87%
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最近５年間の基準価額等の推移

（2020.3.17） （2021.3.17） （2022.3.17） （2023.3.17） （2024.3.18） （2025.3.17）
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税引前分配金再投資基準価額（左軸）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸）

（注１）�税引前分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運
用の実質的なパフォーマンスを示すものであり、2020年３月17日の基準価額にあわせて再指数化しています。

（注２）�分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により
課税条件も異なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

決算日 2020年
３月17日

2021年
３月17日

2022年
３月17日

2023年
３月17日

2024年
３月18日

2025年
３月17日

基準価額（分配落）� （円） 10,106 12,061 13,162 12,369 13,674 11,892

期間分配金合計（税引前）� （円） － 900 1,600 1,800 2,300 1,600

税引前分配金再投資基準価額の騰落率� （％） － 28.4 23.0 7.4 30.0 △1.7

純資産総額� （百万円） 2,594 2,760 2,748 3,527 3,292 2,541

（注）�当ファンドはコンセプトに適った指数が存在しないことから、ベンチマークなどを設けていません。
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株式市況
【ＭＳＣＩオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、米ドルベース）の推移】

（注）FactSetのデータを使用しています。
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第27期末
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第28期末
（2025.3.17）

当期の株式市場は世界的な金融緩和とトランプ米政権の関税政策などを巡り乱高下する展開となりました。
期初以降、欧米主要中央銀行の利下げ実施が下支えとなり、米景気の底堅さからソフトランディング（軟
着陸）への期待感が高まったことや、中国の大規模金融緩和策が好感されるなど株価は緩やかに上昇する展
開となりました。11月の米大統領選ではトランプ氏が勝利し同氏が掲げる関税への懸念など政策変更の思惑
が主導し、株価は乱高下する展開となりました。その後、欧米主要中央銀行の追加利下げ実施やトランプ氏
の政策による警戒感がいったん和らいだこと、さらに生成ＡＩ関連での巨額なインフラ投資の発表が相次い
だこと、ロシアとウクライナの停戦への期待感などから株価は持ち直す展開となりました。しかし、当期末
にかけては米利下げペースの鈍化やトランプ米政権の関税政策への懸念が大きく高まり、生成ＡＩ関連をけ
ん引する米半導体企業の業績が良好であったものの投資家センチメント（市場心理）の悪化に拍車がかかり
株価は大きく下落しました。
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主に日本を含む各国の「医療関連企業」の株式へ投資を行い、信託財産の成長を図ることを目標に運用を
行いました。

＜個別銘柄＞
「新薬開発」関連銘柄については、今後大きく売り上げを伸ばすことが見込まれる研究開発パイプライン（研
究開始から承認・発売にいたるまでの開発品）を持つ企業や、アルツハイマーや抗肥満薬のようにジェネリ
ック医薬品（注）の製造が困難な医薬品開発で高い競争力を持つ企業、またオーファンドラッグ（希少疾病
用医薬品）に力を入れている企業に注目しています。引き続き相対的に株価の割安感があり、新薬が業績に
反映する良好なサイクルの途上であると判断し、最も比率の高い分野となっています。
「医療インフラ」関連銘柄については、医療の革新・進化を支える企業が多く、医療サービスの変化を背景
にＩＴ（情報技術）の進化を活用して革新的なサービスを提供できる企業や、付加価値の高い製品を持ち、
シェア拡大が期待できる企業を中心に保有しています。
「診断技術」関連銘柄については、医療技術の進展に注力し、医療支出抑制や個々人に合致した治療の促進
を目的とした個別化医療の進展で恩恵を受ける企業を中心に保有しています。
「動物用医薬品」関連銘柄については、ペット需要の拡大等もあり動物の健康被害抑制を目的とした医薬品
市場の拡大から恩恵を享受できる企業を中心に保有しています。
（注）�製薬会社が開発した医薬品の特許切れに伴い、有効成分や効能・効果などが同じものとして新たに製造・販売される安価な医薬品（後

発医薬品）。

＜成長分野別＞
当期末時点では、組入比率の高い順に右グラフの通
りとなっています。

（注１）�比率は対組入株式等評価額比です。
（注２）�成長分野は、当ファンドの運用方針に基づきニッセイアセット

マネジメントが独自に分類したものです。

ポートフォリオ

【成長分野別組入状況】

動物用医薬品
2.3%

ジェネリック
医薬品
0.3%

診断技術
2.5%

新薬開発
63.7%

医療
インフラ
31.1%
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分配金

当ファンドは、日本を含む各国の「医療関連企業」の中から、世界の医療関連ビジネス拡大の恩恵を受け、
今後、利益成長が期待できる銘柄に投資を行います。このため、コンセプトに適った指数が存在しないこと
から、ベンチマークなどを設けていません。

当期の分配金は、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を考慮の上、下表の通りとさせていただきま
した。
なお、分配に充てずに信託財産に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。

【分配原資の内訳（１万口当たり）】

項目 当期
2024年９月18日～2025年３月17日

当期分配金（税引前） 600円

対基準価額比率 4.80％

当期の収益 －

当期の収益以外 600円

翌期繰越分配対象額 2,465円

（注１）�当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切り捨てで算出
しているため、合計が当期分配金と一致しない場合があり
ます。

（注２）�当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期
末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収
益率とは異なります。

ベンチマークとの差異
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今後の運用方針
当ファンドは、主に日本を含む各国の「医療関連企業」の株式へ投資を行い、信託財産の成長を図ること
を目標に運用を行います。

当ファンドが投資対象とする「医療関連企業」を取り巻くファンダメンタルズ（基礎的条件）に変化はなく、
業績の安定性および資本還元を好ましい水準のバリュエーション（企業の利益・資産など、本来の企業価値
と比較して、相対的な株価の割高・割安を判断する指標）で提供していると見込んでいます。肥満症治療薬
への期待感が引き続き注目を集めていますが、今後もこのようなイノベーション（技術革新）にけん引され
た新製品の販売などにより、医療業界のファンダメンタルズが強固で良好な流れは継続すると見込んでいま
す。特に、製薬会社はＡＩ技術を活用して医薬品開発の成功確率向上を推進できるとともに、創薬プロセス
の時間やコストの大幅短縮により効率化と革新が期待できると見込んでいます。ＡＩ技術の活用で明確な戦
略を有する「医療関連企業」の収益は着実に増加することが見込まれるため、株式市場の上昇時において魅
力ある「医療関連企業」は株価上昇が期待されます。
基本的な「医療」関連市場の成長シナリオは、経済成長が著しい新興国が豊かになるにつれ、所得上昇と
高齢化を通じて市場が拡大していくという見方に変更はありません。また先進国においても、財政悪化によ
る医療の質的転換がさらに進むと考えられ、新しい医療技術や薬品・医療ビジネスが誕生していることから、
その投資機会の豊富さに変わりはないと考えています。
今後も、これまで通り成長テーマを持つ世界中の企業への取材を行い、その中から収益の拡大が見込まれ、
株価上昇が期待できる「医療産業」関連銘柄を厳選し、ポートフォリオを構築していく方針です。
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ファンドデータ

■上位銘柄
銘柄名 通貨 比率

ELI�LILLY�&�CO 米ドル 8.6％
JOHNSON�&�JOHNSON 米ドル 6.9
THERMO�FISHER�SCIENTIFIC�INC 米ドル 6.3
ABBVIE�INC 米ドル 6.2
UNITEDHEALTH�GROUP�INC 米ドル 6.1
INTUITIVE�SURGICAL�INC 米ドル 5.1
ROCHE�HOLDING�AG スイス・フラン 5.0
NOVO-NORDISK�A/S デンマーク・クローネ 4.9
MERCK�&�CO�INC 米ドル 4.7
NOVARTIS�AG スイス・フラン 4.5

組入銘柄数 31
（注１）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注２）�全銘柄に関する詳細な情報につきましては、運用報告書�

（全体版）の組入有価証券明細表をご参照ください。

■純資産等

項目 第28期末
2025年３月17日

純資産総額 2,541,478,630円

受益権総口数 2,137,156,497口

１万口当たり基準価額 11,892円

（注）�当期間中における追加設定元本額は67,235,945円、同解約
元本額は269,283,748円です。

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

（注）�上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分は、2025年３月17日現在のものであり、比率は純資産総額に対する評価額の割合です。なお、
国別配分はニッセイアセットマネジメントの分類によるものです。

当ファンドの組入資産の内容

国内株式
1.4%

その他
4.3%

外国株式
94.3%

デンマーク
6.7%

イギリス
5.2%

スイス
9.8%

フランス 2.2% その他 9.2%

アメリカ
67.0%

スイス・
フラン
9.9%

デンマーク・
クローネ
6.7%

円 3.3%
その他 1.6%

ユーロ 4.4%

イギリス・ポンド 
5.5%

米ドル
68.7%

010_3040153632505_221101.indd   10010_3040153632505_221101.indd   10 2025/04/14   9:48:432025/04/14   9:48:43



ニッセイ次世代医療ファンド ニッセイ次世代医療ファンド

－11－

参考情報

■代表的な資産クラスとの騰落率の比較

（注１）�上記は、当ファンドの騰落率（税引前分配金再投資基準価額騰落率）と代表的な資産クラスの騰落率を比較したものであり、各資産
クラスは当ファンドの投資対象を表しているものではありません。

（注２）�上記期間の各月末における直近１年間の騰落率の平均・最大・最小を、当ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示した
ものであり、決算日に対応した数値とは異なります。
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-19.7
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-1.9

5.311.815.7 21.6
6.7

＜代表的な資産クラスにおける各資産クラスの指数＞
◦日 本 株・・・ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）（配当込み）
◦先進国株・・・�ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
◦新興国株・・・�ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
◦日本国債・・・�ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ�国債
◦先進国債・・・�ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
◦新興国債・・・�ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（円ベース）

・すべての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
・海外の指数は、「為替ヘッジなし（対円）」の指数を採用しています。

＊各資産クラスの指数につきましては、後掲の「指数に関して」をご参照ください。
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指数に関して

■代表的な資産クラスにおける各資産クラスの指数について
・�ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研また
は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます）の知的財産であり、指数の算出、指数値
の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関する
すべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延または中断
に対し、責任を負いません。

・�ＭＳＣＩコクサイ・インデックスは、MSCI�Inc.が公表している指数です。同指数に関する著作権、知的
財産権、その他一切の権利はMSCI�Inc.に帰属します。また、MSCI�Inc.は同指数の内容を変更する権利
および公表を停止する権利を有しています。

・�ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックスは、MSCI�Inc.が公表している指数です。同指数に関
する著作権、知的財産権、その他一切の権利はMSCI�Inc.に帰属します。また、MSCI�Inc.は同指数の内
容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

・�ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ�国債とは、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が公表
している指数で、その知的財産は同社に帰属します。なお、同社は、当ファンドの運用成果等に関し、一
切責任を負いません。

・�ＦＴＳＥ世界国債インデックスは、FTSE�Fixed�Income�LLCにより運営されている債券インデックスで
す。同指数はFTSE�Fixed�Income�LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利はFTSE�Fixed�
Income�LLCが有しています。

・�ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイドは、ＪＰモルガン社が算出する債券インデッ
クスであり、その著作権および知的所有権は同社に帰属します。
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当ファンドの概要
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式

信 託 期 間 2011年３月18日～2026年３月17日

運 用 方 針 主に日本を含む各国の「医療関連企業」の株式へ投資を行い、信託財産の成長を図
ることを目標に運用を行います。

主 要 運 用 対 象 日本を含む各国の株式

運 用 方 法
以下の様な投資制限のもと運用を行います。
・�株式への投資割合には、制限を設けません。
・�外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。

分 配 方 針
毎決算時に、原則として経費控除後の配当等収益および売買益等の全額を対象とし
て、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案して決定します。ただし、分
配対象額が少額の場合には、分配を行わないこともあります。
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